
○平成 30年度 教職員の勤務時間と働き方に関する調査結果（生駒市）

 調査対象者 市内公立小中学校の教職員 ５８２名

 Ⅰ.回答者について

資料３



Ⅱ.働き方について



○事務職員以外「行わなければならない量が多いと考える業務」

小学校 中学校

1番目 授業準備・教材研究 授業準備・教材研究

2番目 学年・学級経営 部活動・クラブ活動

3番目 成績処理 成績処理

○事務職員「行わなければならない量が多いと考える業務」

小学校 中学校

1番目 事務（各種証明書発行） 事務（文書管理）

2番目
事務（就学援助） 事務（各種証明書発行）

来客対応（学校案内等）

3番目
事務（学納金関連）

来客対応（学校案内等）

事務（就学援助）

○事務職員以外「負担感が大きい業務」

小学校 中学校

1番目 授業準備・教材研究 部活動・クラブ活動

2番目 成績処理 成績処理

3番目 学年・学級経営 授業準備・教材研究



○勤務時間について

○勤務時間の意向等について





Ⅲ.生活や心の健康について



○「直近１か月（平成 30 年 4 月）の自覚症状」について
 ・イライラする









Ⅳ.過重勤務・過労死等の防止に向けて

○平成 26 年 11 月より「過労死等防止対策推進法※」が施行されたことは知っているか。

○教員あるいは事務職員から見た職場環境

 ・管理職から教員／事務職員に対して積極的な声掛けがある

・教員／事務職員同士のコミュニケーションが円滑である

・管理職は各教員／各事務職員が担当している業務内容やその負担度合い等を適切に把握している



○教員あるいは事務職員から見た職場環境

・業務遂行に当たり困っている教員／事務職員がいる時には、助け合う雰囲気がある



○過重勤務防止に向けて必要だと感じる取組について



Ⅴ.勤務時間について





○「持ち帰り仕事」について

 ・平日の持ち帰り仕事の時間

 ・「持ち帰り仕事」として行う業務


